最高裁判所　御中
　　　　元中学校教諭・鳥居建仁さんの公務災害認定判決における
　　　　「上告・上告受理申立て」の棄却を求める要請書
　愛知県豊橋市立石巻中学校元教諭の鳥居建仁さんは2002年９月、学校祭の最中に脳出血で倒れました。生徒指導主事、陸上部顧問として3年連続の全国大会出場をめざしており、
超過密な長時間労働が続いていました。学校祭前夜は夜警で泊まり込み、校長室のソファーで灯りをつけたまま仮眠し翌日の学校祭で倒れたものです。
　地裁判決は
時間外の部活動指導を公務と認め、教職員の職務の特殊性から部活動指導後の教材研究、学校祭準備など公務分掌に費やした時間外勤務なども公務と認めました。また、「もやもや病」についても、たとえ基礎疾患を有しない健康な人であっても脳出血を発症させるおそれのある程度の質的及び量的な過重があったとして、原告完全勝訴の判決を言い渡しました。
高裁判決は
二審の控訴審判決も一審判決と同様の判断で、基金側の控訴を棄却しました。
鳥居建仁さんは不自由な身体を押して裁判に臨み、長きにわたる精神的・経済的苦しみに耐え、地裁・高裁でも基金がした「公務外処分取消し」の判決で勝利しました。
　ところが、基金はこの判決を真摯に受け入れず「上告・上告受理申立て」をしました。
子供たちにより良い教育実践のために「安心して働くことができる教育環境の改善を」と願う教育労働者をはじめ、全国の働く人々から基金側の「上告」に対して批判と怒りの声が寄せられています。
貴裁判所は、被災から10年が経過し、ひたすら公務災害認定を待ち望んでいる鳥居建仁さんの心情をご理解下さり、地方公務員災害補償基金による「上告・上告受理申立て」を早期に棄却していただきますよう心より要請いたします。
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取り扱い団体　　鳥居建仁先生の公務災害認定を求める会（この署名は目的以外は使用しません）


〒440-0836　    愛知県豊橋市飯村町字東川17－2　杉林方　電話＆fax 0532-74-3618 











